


















令和7年度 前期 政務活動報告書 

竹富町議会議員　﨑枝 裕次 
提出日：令和7年10月10日 
対象期間：令和7年7月～9月 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【活動目的】 

「おきなわ農林水産物県外出荷促進事業」について国の沖縄政策担当とのヒアリングおよ
び第一次産業担い手の意見を伝え、意見交換を行う。 
また、併せて離島自治体としての課題である「流通コストの是正」「離島航路の運賃負担」
「農などについて意見交換し、今後の議会活動および町行政への提言に資することを目的
とした。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【活動方針】 
	 •  離島(第一次産業等）の実情を踏まえ、現場感を持った政策提案につなげる。 
	 •  行政機関・議会・市場関係者など、複数の立場からの意見を収集する。 
	 •  災害時の対応や交通制限下での行動を通じて、離島議員としての危機管理・ 
　　　　 情報収集体制を見直す契機とする。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【活動日程および内容】 

日付・内容 
7月28日（日） 
翌日の移動の事情により石垣島にて前泊。 
7月29日（月） 
8：55石垣発ー13：00東京着 
16：00内閣府政策統括官（沖縄政策担当）と面談、・沖縄県農林水産物県外出荷事業に
ついて、その他、離島航路におけるコスト構造および補助制度のあり方について意見交換
を実施。 
7月30日（火） 
13：45東京発ー16：25沖縄着 
沖縄本島へ移動。当日朝、津波警報発令。大田市場の視察を中止し、空港へ直行。本島到
着後も津波注意報発令中のため、ホテルにて待機。 



7月31日（水） 
那覇市議会を訪問し、副議長と面談。議会運営や災害対応体制について意見交換。その
後、防災公園を2ヶ所視察。当初予定していたヨットハーバーの視察は津波注意報のため
中止。 
8月1日（木） 
移動日（帰任） 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【成果・所感】 
・内閣府との協議において、『おきなわ農林水産物県外出荷促進事業』の制度変更に伴 
　う、BtoCに対する補助対象について、対象事業者の意見を把握して頂いた、実態把握 
　について内閣府から県との協議を行うとの意見を得た。 
・離島航路の現状を認識していただき、『物流コスト』『船賃負担』について今後の対 
　応案について、議員として行えることを示して頂いた。 
・災害対応時の行動制限を実体験したことで、離島議員としての危機管理や情報発信体 
　制の重要性を再認識した。 
・那覇市議会および沖縄市防災公園の調査により、都市部の防災計画と比較して離島に 
　おける対応策の見直しが必要であると感じた。 
・津波フラッグについて、民間で普及活動を行う方々からの意見をいただき初動対応に 
　ついて、また沿岸部の避難誘導の重要性を認識した。 
　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【今後の課題と提言】 
・『おきなわ農林水産物県外出荷事業』については、県からの回答を待ちながら対象事 
　業者関係者からの意見を聴取し、併せて離島航路コスト軽減に対する政策提言につい 
　ても民間船舶・物流事業者や市場関係者との協働体制強化を検討していく。 
・災害時の交通遮断・気象警報下における行政・議会の連絡手順を明文化し、災害対策 
　の強化について実働を行う消防団および自主防災組織との体制強化、必要物資や資機 
　材について提言していく。 



様式第２号(第３条関係) 

 

令和 7年 7月 1日 

 

 

 

 

竹富町議会議員 

﨑 枝 裕 次 殿 

竹 富 町 長 

（ 公 印 省 略 ） 

政務活動費交付決定通知書 

竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第６条の規定により、下記のとおり政 

務活動費の交付を決定したので通知します。 

記 

１ 交付決定額 金 2 70 , 0 00 円 


